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申請者の概要

受付番号 １

団体名
代表者
所在地

（非公開）

事業計画の骨子 （非公開）

委託料申請額 （非公開）
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申請者の概要

受付番号 ２

団体名
代表者
所在地

株式会社ケイミックスパブリックビジネス
代表取締役 橋本 鉄司
東京都千代田区神田小川町一丁目２番地

事業計画の骨子

1.誰もが文化芸術に親しめる施設
2.人を育てる施設
3.発信力のある施設
4.安全・安心・快適な施設
5.地域と連携した施設

委託料申請額 １７６，２２８千円（３年間）
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集計結果及び選定理由

■ 集計結果

株式会社
ケイミックスパブリックビジネス

非公開

得点 541 516
順位 第１順位 順位なし

備考
最低水準点に達していない審査

項目があったため順位を付さな
い。

■ 選定理由

各審査項目に基づき審査を行った結果、利用促進の方策や、利用者のニーズの
反映が具体的であり、サービスの向上や利用率の向上が期待でき、指定候補者と
して適当であるため。
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採点結果

安定的な
運営

サービスの
向上

経費の
削減

合計

配点 40 40 20 100

満点 280 280 140 700

（最低水準点） 168 168 84 420

得点 230 212 99 541

■ 採点結果（株式会社ケイミックスパブリックビジネス）
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事業計画書（概要版）
～管理の基本方針～

【基本方針】

湖郷の文化更なる高みへ！
こ きょう

【定性目標】

目標１：誰もが文化芸術に親しめる施設
目標２：人を育てる施設
目標３：発信力のある施設
目標４：安全・安心・快適な施設
目標５：地域と連携した施設
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事業計画書（概要版）
～危機管理体制～

１ 日常時の安全管理について
施設運営面と施設維持管理における安全管理を徹底し、安全で安心な利用環境を整備します。

施設運営面
利用状況の把握、イベント等実施時の特別体制、施設利用主催者への指
導徹底、子ども・高齢者・障がい者等への配慮、注意喚起ＰＯＰ・サインの
有効活用、周辺施設等のイベント時の配慮

施設維持管理
安全最優先の舞台管理、計画的かつ確実な建物・設備の保守点検、日常
的な巡回点検と情報共有、安全を優先した修繕計画

２ リスク管理について

市発信情報を踏まえ、施設・地域特性に応じたリスクの洗い出しを行い、危機管理に備えた各種
マニュアルやフローを活用し、実践的な訓練を行うことで職員の危機管理スキルを向上させます。
弊社が管理運営する全国の類似施設情報を集約し、より高度な危機管理体制を構築します。

３ 緊急時の体制について

緊急時は、現在も活用している連絡体制、対応手順で対応します。本社・支店はもとより、近隣の
事業所からの応援体制も構築します。

また、弊社は類似施設における大規模災害時の避難所運営の経験も豊富であり、本施設におい
ても迅速かつ適正に対応します。
事後管理と再発防止策も漏れなく行い、様々なリスクに備えた保険にも加入いたします。
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事業計画書（概要版）
～危機管理体制～
～類似施設の管理実績～

４ 文書の管理・保管について

本施設で取り扱う文書の多くは「公文書」であるという認識の下、現在運用している文書管理規程
を今後も活用し、市の規程に即した分類・保管・廃棄を行います。管理台帳による文書管理を行い、
検索しやすい体制を徹底します。社内専門機関による内部監査も行い、管理体制の維持を担保し
ます。
５ 個人情報保護について

プライバシーマーク認証基準に基づく厳格な保護管理体制を維持します。規定を個人情報の保護
に関する法律に即した内容に修正し、利用者対応、文書やデータの保管・管理、発信情報の管理
など、会社全体で組織的に取組みます。内部監査や教育研修も定期的に行い、管理体制の質を担
保します。会社として個人情報漏洩に対応するサイバー保険にも加入しています。
６ 情報公開の推進について

現在の情報公開規程を今後も運用し、公開・非公開情報の分類や、公開手続き方法を市民に明
示します。

●類似施設の管理実績

滋賀県内では栗東市の「栗東芸術文化会館さきら」、彦根市の「ひこね市文化プラザ」、「みずほ
文化センター」をはじめ、全国で類似施設（ホールを持つ施設）を５７自治体８０施設運営しています。
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事業計画書（概要版）
～人員計画～

１ 配置計画

【弊社社員】
館長（総括責任者） １名
総務課長（総括副責任者） １名
事業課長（公民館館長） １名
事業担当 １名
受付担当 ２名
※８：３０～２２：００最大８時間シフト制。
※公民館兼務。

【委託予定】
舞台部門 ３名（主任１、担当２）
設備部門（公民館兼務） 常時１名（主任１担当４）
清掃部門（公民館兼務） 時間内４名（主任１、担当４）
喫茶部門 責任者１名ほか
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２ 職員の研修計画

地域人材を優先雇用し、公共文化施設管理運営のプロフェッショナル育成を志向しています。下
記の研修を継続的に実施します。
【体系的な研修体制】

公共文化施設基礎研修 公共文化施設管理運営の基礎知識を学ぶ研修

人権研修 公共文化施設において必要な基本的人権、平等利用等の知識を学ぶ研修

接遇・マナー研修 接遇マナー技術のほか、おもてなしの心を学ぶ研修。

危機管理研修 防災、消火、救命救急、防犯、公衆衛生などを学ぶ研修・訓練

施設設備取扱い研修 施設設備について知り、利用者への対応・安全指導をするための研修

専門研修 アートマネジメントや舞台技術など、専門性を高める研修。

個人情報保護研修 個人情報の保護管理について学ぶ研修

サービスアップ研修 障がい者対応など、サービスレベルの向上に係る研修

事業計画書（概要版）
～人員計画～

【全国的な情報の水平展開】

上記研修のほか、館長会議や事業所間交流、社内刊行物等により、全国の類似施設情報を共有し、
情報の水平展開を図ることで、施設単体では成しえない質の高い管理運営を実現します。
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事業計画書（概要版）
～施設運営～

下記のことを連動・循環させ、利用者の増加
と満足度向上を図ります。

連動・循環

情報発信策 利用促進策 サービス向上策

知ってもらう 利用してもらう 続けて利用してもらう

１ サービス向上策について
（１）サービス向上策

・接遇の向上
接遇教育の徹底、職員識別を明確化しサービス印象を向上させます。
・施設提供時間・方法
共用部オープン時間繰上げ、開館時間内フルサービス体制、料金納入方法改善、延長・時間
外利用の対応、手荷物事前受取、キャッシュレス決済拡充。
・利用環境面
施設の装飾、物販・貸出、デジタルサイネージ、Wi-Fiルーター貸出、供食サービス、課金コ
ピー機の設置、ゴミ処理、インターネットチケッティング、もしもしＢＯＸ、ホール貴重品ロッカー
設置など。
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事業計画書（概要版）
～施設運営～

（２）社会包摂を踏まえたサービス向上策
高齢者、障がい者、外国人、育児世代なども含め、誰もが利用しやすい施設とし、来館ができ
ない方にも文化芸術に親しむ機会を設けるべく、「合理的配慮」を以て、施設の管理運営・情報
発信に取組みます。来館の仕方から施設内での対応、環境整備、自主事業展開に至るまで社
会包摂を念頭に実施します。「合理的配慮」ができる職員を育成すべく、教育研修に力を入れま
す。
（３）喫茶室の活用
喫茶室は現在の運営者の内容が充実していることから、次期指定期間も委託を継続します。
楽屋へのケータリングや、指定自主事業での連携などを検討します。

２ 利用促進の方策について
（１）情報発信策

施設内情報コーナーの整備、施設発行のパンフレット・情報紙・ポスター・チラシ、広報「おお
つ」、大津市ホームページ、掲示板・自治会回覧、大津市民会館公式ホームページ、ＳＮＳ、湖
都ココチャンネル、フリーペーパー、文化情報誌・交通広告、マスコミ、ポスターボランティア、開
館５０周年ＰＲなど、様々な手法で、情報発信をしていきます。特にＷＥＢツールは、社会情勢を
鑑み、ＳＮＳや動画配信などに積極的に取組みます。
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事業計画書（概要版）
～施設運営～

（２）利用促進策

実際に利用していただくため、“営業の概念”を持って利用促進に取組みます。明確な利用促
進計画の下、きめ細かい予約管理で利用機会逸失を防止し、利用者へのアフターフォロー（サ
ンクスレター）や営業ツールを用いた利用誘致を図っていきます。

３ 利用者の声の反映について
下記の手法を用いて利用者や市民の意見を収集します。

利用者との意見交換会 ご意見箱の設置 メールフォームでの意見受付

Googleアナリティクス活用 アンケート配布・収集 電子アンケート

第三者満足度調査 日常業でのヒアリング 弊社のネットワーク

また、苦情も貴重なご意見と捉え、苦情処理簿等を活用して情報共有を図り運営に反映しま
す。収集した意見・苦情等は、データベース化し、サービスに特化した会議体の中で要望実現の
検討をします。意見を反映した新たなサービスについては、市と協議しながらその実施を決定し
ていきます。
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事業計画書（概要版）
～施設運営～

４ その他 社会的貢献への取組み
（１）地域貢献活動
●「あいサポート企業」の認定を受け、障がい者共生の推進を図っています。
●ＩＳＯ１４００１を取得し環境保全活動に取組んでいます。
●大規模災害時には、避難所運営はもちろん、復興支援や支援金の提供なども行っています。
●ＳＤＧｓを念頭に企業活動を行っています。
（２）障がい者雇用

障がい者の雇用率３．５３％で、法定基準を達成しています。他館では実際に障がい者を雇用
しています。
（３）地域経済活性化の取組

委託業務や物品購入等は地域企業を活用するほか、地域人材を積極的に雇用して公共施設
運営のプロフェッショナルに育成します。また、商工会議所に入会し、地域企業と連携を図って
まいります。
（４）女性の活躍推進

弊社は女性の雇用を推進しており、働きやすい環境整備も行っています。課長職以上の女性
の管理職比率は１９．３％と、全国平均の１３．９％を上回っており、多くの女性に活躍いただい
ています。
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事業計画書（概要版）
～委託料、利用料金、自主事業計画～

【委託料】 （単位：千円）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 合計

指定管理料 58,940 58,617 58,671 176,228

【利用料金】
利用者の利用継続性を考慮し、現在の利用料金の継続を予定しています。

【自主事業計画】
１ 指定期間を通した実施方針

自主事業は、本施設の管理運営に係る基本方針の具現化と捉えています。そのため、下記の
実施方針を以て取組みます。
（自主事業実施方針）

●実施方針１：市の指針に沿った事業展開
●実施方針２：市民と文化芸術が出会い、交流する場の醸成
●実施方針３：次世代を担う子どもたちの活動を促す事業展開
●実施方針４：利用団体への支援強化
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事業計画書（概要版）
～自主事業計画～

区分 事業名

①文化芸術活動の場と機会の提供

●おおつＰＲＥＭＩＵＭコンサート
●おおつスペシャルステージ
●おおつファミリー劇場
●ようこそ！市民会館へ～０歳からのファミリーコンサート
●おおつバラエティ劇場
●ホール探検ツアー
●多文化共生プロジェクト～ＷＯＲＬＤ Ｔａｌｋｉｎｇ about

●大津子ども未来プロジェクトⅠ～アート体験ワークショップ
●大津子ども未来プロジェクトⅡ～みんなでつくろう！大きな○○～
●市民のためのアートカレッジⅠ～アートマネジメント講座
●市民のためのアートカレッジⅡ～舞台マネジメントこ講座
●みんなのアイディアプロダクション「めざせ！音楽プロデューサー」
●湖都（こと）ココチャンネル

２ 事業内容
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事業計画書（概要版）
～自主事業計画～

区分 事業名

②回遊型ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ事業 大津みんなのコラボワークショップ for KIDS

③びわ湖大津舞台芸術祭 びわ湖大津舞台芸術祭

④大津市民教養大学 大津市民教養大学

⑤市民体験型事業
●みんなのマイ・スタジオ
●みんなのマイ・スタジオ オリジナルコンサート

⑥情報提供並びに相談業務 もしもしＢＯＸ

⑦自主事業
●アーティスト・アーカイブス
●情報発信サポート事業
●共催協力事業
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選定基準 大津市民会館

配 点 評価係数 満 点 最低水準点 審査のポイント

（ア） 　安定的な運営 40 280 168

a 管理の基本方針について 5 1 35 － 施設の設置条例及び募集要項との整合性が保たれている。

b 日常時の安全管理について 4 1 28 － 日常時における安全管理が徹底されており、利用者が安心して利用できる。

c リスク管理について 3 1 21 － 事前に想定されるリスクを把握し、安定した管理ができる。

d 緊急時の体制について 4 1 28 － 緊急時の体制が明確であり、危機管理意識が高い。

e 文書の管理・保管について 3 1 21 － 文書の管理・保管を適正に行える体制が整っている。

f 個人情報の保護について 3 1 21 － 個人情報の保護が徹底されており、利用者が安心して利用できる。

g 情報公開の推進について 3 1 21 － 情報公開を適正に行える体制が整っている。

h 類似施設の管理運営実績について 4 1 28 － 経験と実績を備えており、安定した運営ができる。

i 人員配置について 4 1 28 － 人員配置が的確で円滑な業務遂行と安定した管理ができる。

j 職員の資質の向上について 3 1 21 － 職員の資質の向上が図られており、質の高いサービスを提供できる。

k 財務状況について 4 1 28 － 財務状況が良好で、複数年の指定期間でも健全に管理運営ができる。

（イ） 　サービスの向上 40 280 168

a サービス向上について 6 1 42 － 新規サービスの提供又は既存サービスの手法改善によって、サービスの質が向上できる。

b 利用促進の方策について 6 1 42 － 申請者のノウハウを活かした取組で、施設の利用促進が期待できる。

c 利用者のニーズの反映について 6 1 42 － 利用者のニーズを的確に捉え、管理運営に活かすことでサービスの向上や利用促進が期待できる。

d 自主事業計画について 7 1 49 － 施設の設置目的との整合性が保たれており、施設の効用を最大限に発揮できる。

e 社会貢献への取組について 3 1 21 － 社会貢献への取組（地域貢献活動、障害者の積極的な雇用、地域経済活性化の取組、女性の活躍促進）を行える。

f 効果的な指定自主事業の実施について 6 1 42 －
〇大津市民会館（回遊型コラボレーション事業、びわ湖大津舞台芸術祭、大津市民教養大学、市民体験型事業）
〇大津公民館（「大津公民館運営方針」に示す条件のもとで実施する指定自主事業）
申請者の持つ能力やノウハウを活用し、開催要項に沿って効果的に指定自主事業を実施できる。

g
生涯学習専門員等に対するサポート
等について

3 1 21 －
「大津公民館運営基本方針」（６）に基づいた内容の提案ができている。（申請者の持つ能力やノウハウ、情報の
ネットワーク等を活用し、公民館講座等に関する指導、助言、情報提供ができており、大津公民館が軸となった研修
会や情報交換できる場の提供が計画的に提案されている。）

h
各種団体等の活動成果が活かせる拠
点となる取り組みについて

3 1 21 －
「大津公民館運営基本方針」（７）に基づいた内容の提案ができている。（大津公民館を拠点として、地域と団体が
交流しながら情報交換を行い、団体の活動成果が活かせる拠点となる取り組みが提案されている。また、地域の公民
館等の活動に対するサポートの提案がされている。）

（ウ） 　経費の縮減 20 140 84

委託料 6 2 42 －

維持管理経費の縮減策 6 1 42 －

利用率の向上による増収策 8 1 56 －

合　　　　　計 100 700 420

審査項目

a 安定的な管理とサービスの質の確保を前提として、委託料が縮減できる。



Lake Biwa

Otsu City 18

大津市市民部指定管理者選定委員会
概要

会議名 第１回大津市市民部指定管理者選定委員会

日 時 令和５年７月４日（火） １０時００分～

場 所 大津市役所 本館４階 会議室Ｂ

出席者 委員 ７名、事務局 ６名

内 容

委嘱状の交付、委員長の選任及び職務代理者指名
施設の概要説明
募集要項及び仕様書について説明
選定の方式及び基準について説明
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大津市市民部指定管理者選定委員会
概要

会議名 第２回大津市市民部指定管理者選定委員会

日 時 令和５年９月１９日（火） １５時３０分～

場 所 大津市役所 本館４階 会議室Ｂ

出席者 委員 ７名、事務局 ７名

内 容

申請者等からの質問への回答状況他報告
申請書類の形式審査及び評価項目による審査

第３回選定委員会における申請者に対するヒアリング
実施に係るヒアリング項目の審議
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大津市市民部指定管理者選定委員会
概要

会議名 第３回大津市市民部指定管理者選定委員会

日 時 令和５年９月２６日（火） ９時００分～

場 所 大津市役所 本館４階 第３委員会室

出席者 委員 ７名、事務局 ７名

内 容

ヒアリング方法、質問項目等確認
申請者へのヒアリング及び評価項目に基づく審査
採点結果説明、意見交換
候補者の決定・承認
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大津市市民部指定管理者選定委員会
選定結果

各委員の採点の合計に基づく下記の選定結果及び選定理由について、全員から承諾を得た。

施設名 大津市民会館

選定結果

第１順位
株式会社ケイミックスパブリックビジネス（５４１点）
※申請者：２団体
※満点：７００点

選定理由

各審査項目に基づき審査を行った結果、利用促進
の方策や、利用者のニーズの反映が具体的であり、
サービスの向上や利用率の向上が期待でき、指定
候補者として適当であるため。


